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みどりの樹 清瀬
Being with your life

～サービス付き高齢者向け住宅 34室
～通所介護サービス １日定員 30名



生産性向上の取り組み



ＩＣＴ活用と生産性向上の取組
2020診療報酬改定 2021介護報酬改定 2022診療報酬改定 2023 2024同時改定

ICT活用＋生産性向上
①ケアベーシックのスタンダードマニュアル
②データ分析に基づく科学的介護の知見蓄積
③センシング技術の居宅サービス応用
④ヒト+ロボットのコラボワーク
⑤MeLL+Familyの展開

①信愛地域包括ケアシステムの確立
②見守りセンサーの活用と定着
③LIFE準備

①生産性向上
②センサー活用のスタンダードづくり
③データ化と分析
④新しいテクノロジーの試行評価

Phase４

Phase３

Phase２

①見守りセンサーの活用
②記録のデータ化

Phase１

LIFE /ICT配置緩和

東京都
デジタル環境

東京都
負担軽減支援

お仕事財団
テレワーク助成

東京都
次世代推進

JKA助成金

生産性生産性

コロナ補助金

東京都
次世代推進

ICT活用＋生産性向上
①センシングや記録・LIFEデータ分析に基づ
く科学的介護の知見蓄積
②ケアプランデータ連携の促進
③MeLL+Familyの促進

Phase５



これまでの生産性向上の取り組み



みどりの樹清瀬 生産性向上の取り組み



受付システム
事務所を空に

（LINEWORKS通知）

ペットカメラ
玄関、廊下

動作、音、温度の通知

お掃除ロボット
掃除８時間以上削減/月

＋毎日掃除水拭

みどりの樹清瀬 生産性向上の取り組み



AI姿勢＆歩行分析
機能訓練（看護師）の評価補助

利用中・帰宅後の自主トレメニュー

ChatGPT
教育的活用

文書校正・事故報告書の校正

みどりの樹清瀬 生産性向上の取り組み



ケアプランデータ連携システム導入



提供票受け取り

• 郵送、FAX

• 手渡し

•ネットワーク受信

予定確認と取込み

• パターン作成

• 照らし合わせ確認

• システム確認

修正と再送付依頼

• 郵送

• FAX
•コミュニケーションツール

提供票提出

• 手渡し

• 郵送、FAX

• ネットワーク送信

実績確認と確定

• 照らし合わせ確認

• 紙に印刷

• 仕分け作業

実績入力

• システム管理

ケアプランデータ連携システム導入前の流れ

紙との照らし合わせのため、時間が掛かる。
見落としが起こる。印刷物は何枚にも…
居宅毎、更に利用者毎に仕分けし、表紙をつけて封入。

郵送は時間が掛かる。
FAXは誤送信の可能性も
直接届けるのも時間がかかる



コスト削減
1. 超過勤務時間を減らしたい
2. 紙の使用を減らしたい
3. 通信費、燃料費を減らしたい

生産性向上
(業務改善)

1. 間接業務時間を減らしたい
2. 出来た時間をご利用者へのサービスに

• 郵送は時間が掛かる。問い合わせに対しFAXをすることも。

• 近い居宅には、直接お届けしている。

• 紙との照らし合わせのため、時間が掛かる。見落としが起こる。

• 印刷物は何枚にも… 居宅毎、更に利用者毎に仕分けし、表紙をつけて封入。

ケアプランデータ連携システム導入の目的



WISEMAN

提供表連携

使用しているシステム

デイサービス（サービス提供事業所）

WISEMAN  
デイサービス管理システムSP （記録・請求システム）

居宅介護支援

WISEMAN  
在宅ケアマネジメント

管理システムSP
（記録・請求システム）

居宅介護支援

郵送・手渡し

FAX

居宅介護支援

ケアプランデータ
連携システム

この利便性の良さを
知っていたことの意味合

いは大きい



2023年
4月12日

事前利用申請
・国保連ユーザーID申請
・製品ダウンロード

申請窓口がわからず、申請までに数日間を要した
・法人内居宅が申請済みとのことで相談

2023年
5月10日

利用開始手続き
料金発生
・この時点で導入居宅なし
・数件の居宅に導入予定確認するが予定なしの回答

2023年
7月末～

運用開始

・7月中旬に居宅１事業所より問い合わせのFAX
回答をきっかけに運用開始

・ワムネットの掲載を見たと問い合わせをきっかけに
運用開始

運用開始までの経過



提供票受け取り

• 郵送、FAX

• 手渡し

•ネットワーク受信

予定確認と取込み

• パターン作成

• 照らし合わせ確認

• システム確認

修正と再送付依頼

• 郵送

• FAX
•コミュニケーションツール

提供票提出

• 手渡し

• 郵送、FAX

• ネットワーク送信

実績確認と確定

• 照らし合わせ確認

• 紙に印刷

• 仕分け作業

実績入力

• システム管理

ケアプランデータ連携システム導入前の工数

５分×70件＝350分２～４日間 10分×3件＝30分

1分×70件＝70分
５分×70件＝350分２～４日間



実際の取り込み操作の様子

埼玉県新座市『かくの木介護支援事業所』様のご協力いただきました



実際の取り込み操作の様子

埼玉県新座市『かくの木介護支援事業所』様のご協力いただきました



提供票受け取り

• 郵送、FAX

• 手渡し

•ネットワーク受信

予定確認と取込み

• パターン作成

• 照らし合わせ確認

• システム確認

修正と再送付依頼

• 郵送

• FAX
•コミュニケーションツール

提供票提出

• 手渡し

• 郵送、FAX

• ネットワーク送信

実績確認と確定

• 照らし合わせ確認

• 紙に印刷

• 仕分け作業

実績入力

• システム管理

ケアプランデータ連携システム導入後の工数

５分×70件＝350分→０分２～４日間→２分 10分×3件＝30分

1分×70件＝70分
５分×70件＝350分

２～４日間→２分



提供票印刷
【お渡し分】最低2枚/1名×70枚

【控え分】 最低2枚/1名×70枚 280枚削減

実績確認作業 5分/1件×70名 350分削減

仕分け作業
封入作業 1時間/1.5名 90分削減

配布作業 2時間/1名 120分削減

～全利用者がデータ連携出来た場合～

紙：280枚+α  時間：560分の削減！

ケアプランデータ連携活用の結果①



• データ連携システムからのデータ取得･送信作業は比較的簡単

• 取得･送信作業はあっという間（短時間）で完了

• 提供票データを直接取り込むため、転記ミス、確認ミスが減る
（返戻・過誤が減る）

• 紙でのやり取りがなく、紛失の恐れがない（これが一番怖
い）

• 連携できるところが増えないと・・・・楽にならない！

ケアプランデータ連携活用の結果②
～実際に利用して感じたこと～



ケアプランデータ連携活用の結果③
～労働時間の付加価値が高まる～

全居宅が導入すると、

560分／月 ご利用者と共に過ごす時間が増える

今までやりたくでもできなかったことができる！
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